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本研究は、教科学習における共感的な学びの在り方を探究し、共感を促進す

る授業設計の具体的な方法を明らかにすることを目的とした。新自由主義的な

競争社会において、子どもたちの共感力が低下し、他者との共感的な関係の構

築や協働が困難になっている現状を踏まえ、佐藤学の三位一体論、安井俊夫の

共感の実践、金森俊朗の共感的関係の構築を基に授業を構成した。  

 具体的には、小学校社会科において愛知県の伝統工芸（瀬戸焼・岡崎石工品・

豊橋筆）を題材とし、児童が職人の立場や産業の変遷に共感しながら学ぶ授業

を設計した。実践を通じて、児童は他者の意見を取り入れながら思考を発展・

深化させる姿を示し、共感的理解の形成が観察された。また、「意見の違いを可

視化するシート」や振り返り活動が、他者の視点を意識し、自身の考えを再構

築するプロセスを促進することが確認された。  

一方で、職人との直接対話の機会を十分に確保できなかったことや、共感の

深化過程の詳細な分析が今後の課題として残った。今後は、体験活動を充実さ

せるとともに、学習者の思考の変容プロセスをより精緻に分析し、共感的学び

を深化させるための具体的な手法を模索していく。  

  

      

  


